
大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会 尼崎西宮芦屋港部会とりまとめ（案）
１．背景
平成30年9月4日に近畿地方をおそった台風第21号は、昭和36年の第二室戸台

風の進路とほぼ同様のコースを通過し、大阪湾の港湾や沿岸部においては、既
往最大の潮位、風速、波浪を記録した。このため、国や関係港湾管理者等とも
に「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」を設置するとともに、兵庫県
では、尼崎西宮芦屋港沿岸部等における地域課題に対応するため、委員会の下
に「尼崎西宮芦屋港部会」を設置した。

〈経緯〉平成30年9月 4日 台風第21号が近畿地方に来襲
9月19日 第1回大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会
10月11日 第1回尼崎西宮芦屋港部会
10月23日 第2回大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会
12月18日 第3回大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会
12月26日 第2回尼崎西宮芦屋港部会

平成31年2月15日 第3回尼崎西宮芦屋港部会

２．尼崎西宮芦屋港沿岸等における地域課題
尼崎西宮芦屋港沿岸では、港湾・海岸施設等の被害に加え、防潮堤や河川堤

防等よりも陸側(堤内地）の住宅地等において浸水被害が発生したことから、
堤内地の高潮対策に取り組むことが急務となった。
このため、本部会では、堤内地を中心とした高潮への課題を解決するため、

被災状況の把握、潮位・高波再現シミュレーションによる浸水原因の究明、原
因を踏まえた高潮対策の見直し、今後取り組む高潮対策について、ハード・ソ
フトの両面から検討をおこなった。

３．被災状況
（１）台風第21号の気象・海象の状況
台風第21号は①非常に強い勢力で接近したこと、②大阪湾の西側を縦断する第

二室戸台風と酷似した進路だったこと、③時速約55～65㎞という比較的速いスピー

ドで接近し、速度を上げながら通過したことから、尼崎西宮芦屋港沿岸では、35分
間で２ｍ以上の急激な潮位上昇を伴う記録的な高潮・高波を記録した。

（２）被害の状況
①施設被害：沿岸部において防潮堤や防波堤等の公共施設被害や、堤外地に

おける上屋被害、車両火災等が発生。また、船舶の衝突による
被害も発生した。

②浸水被害：防潮堤や河川堤防等を高潮・高波が越流・越波すること等によ
り、堤内地で浸水被害が発生（堤内地の浸水範囲 約264ha）

高潮 台風第２１号

（観測値）

既往最高潮位

(第二室戸台風）

設計高潮位

尼崎観測所 T.P.＋3.53ｍ T.P.＋2.96ｍ 尼崎地区：T.P.＋3.9ｍ

西宮観測所 T.P.＋3.24ｍ T.P.＋2.64ｍ 西宮・芦屋地区：T.P.＋3.6ｍ

高波 台風第２１号（推算値）

※浅水変形を考慮しない換算した波高

現行の外力条件(50年確率波）

※H24以降の設計に適用

尼崎西宮芦屋港沖 5.18ｍ（周期8.6ｓ、波向ＳW）

[波向別の最大値]

4.07ｍ（周期8.0ｓ、波向ＳＳＷ）

[波向別の最大値]

４．浸水原因の究明
「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の推算結果をもとに、浸
水した地区毎での潮位・高波再現シミュレーションを行った結果、防潮堤等が整備されている背
後の堤内地では、想定規模を上回る高波による越波により浸水したことが主な浸水原因であった。

浸水地区 防潮堤等の整備状況（代表現況高） 最高潮位 最大有義波高 主な浸水原因

海
岸

①南芦屋浜 防潮堤整備済（T.P.＋4.8～5.0ｍ) T.P.＋3.11ｍ 3.11ｍ 越波

②西宮浜 防潮堤整備済（T.P.＋3.8ｍ) T.P.＋3.34ｍ 1.63ｍ 越波・陸閘の損壊

③甲子園浜 防潮堤一部未整備（T.P.＋2.8～5.1ｍ) T.P.＋3.37ｍ 2.52ｍ 越流・越波

④鳴尾 防潮堤整備済（T.P.＋4.9～5.0ｍ) T.P.＋3.37ｍ 2.49ｍ 越波

⑤鳴尾浜 防潮堤整備済（T.P.＋5.0～5.5ｍ) T.P.＋3.21ｍ 2.54ｍ 越波・排水口からの逆流・内水

⑥丸島 防潮堤一部未整備（T.P.＋3.3～5.3ｍ) T.P.＋3.28ｍ 3.34ｍ 越波

河
川

①高橋川 堤防一部未整備（T.P.＋2.4～3.5ｍ） T.P.＋3.00ｍ 0.59ｍ 越流

②宮川 堤防一部未整備（T.P.＋3.4～5.0ｍ) T.P.＋3.20ｍ 0.29ｍ 越流

５．高潮対策の見直し
（１）海岸の高潮対策

台風第21号の潮位は設計高潮位を下回ったものの、高波は現行の外力条件を大きく超えるもの
であった。このため、今後の設計に用いる沖波については、台風第21号も含めた最新の推算ﾃﾞｰﾀ
を加味した50年確率波に見直す。

（２）河川の高潮対策
河口部は、河川及び海の両方の影響を受けるため、河口部の計画堤防高は、洪水の計画高水位

と設計高潮位の両方について検討し設定する。また、高波による必要高等は、50年確率波の沖波
を用いた河川内波高により設定する。

６．今後の高潮対策
①台風第21号で浸水した地区（堤内地）は緊急対策として2021年度までの３箇年で再度災害防止対
策に取り組むとともに、今回、浸水しなかった海岸・河川においても高波条件等の見直しを行っ
たうえで、計画的に対策に取り組む。(2019年度に「兵庫県高潮対策10箇年計画(仮称)を策定）

②対策後も、施設の沈下状況や劣化状況等について定期的に把握し、適切な維持管理を行う。
③施設では防ぎきれないような高潮・高波に備えるために、ハード対策に併せて、避難・水防活動
につながる情報発信の強化などソフト対策に取り組む。

④堤外地については、港湾利用上、防潮堤よりも海側にあり、高潮・高波のリスクが高いことから
港湾利用者の被害を軽減できるよう事前防災体制を整える。

今後、港湾・海岸・河川管理者等が取り組むべき高潮対策

ハード対策 浸水地区
（堤内地）

台風第21号と同様の高潮・高波が発生しても浸水させない再度災害防止対策
（防潮堤・堤防の新設・嵩上げ、内水対策※等） ※内水管理者で実施

浸水地区以外
（堤内地）

高波条件等の見直しや防潮堤の沈下状況等を踏まえ必要となる対策
（防潮堤・堤防の嵩上げ等）

ソフト対策 避難行動につな
がる情報発信の
充実・強化

①気象庁等と連携した早めの情報提供・共有体制の構築
②高潮危険度予測システム（仮称）の開発・運用
③想定し得る最大規模の高潮に対する高潮ハザードマップの整備
④潮位計整備等による観測体制の強化

堤外地対策 ①尼崎西宮芦屋港フェーズ別高潮・暴風対応計画の作成
②尼崎西宮芦屋港港湾ＢＣＰへの高潮対策の反映
③尼崎西宮芦屋港での取り組みを踏まえたその他の港湾への展開

資料３

１



大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 気象・海象の状況

台風第２１号と第二室戸台風（昭和36年）の比較

１．台風第２１号の特徴
台風第21号は、①非常に強い勢力で接近したこと、②大阪湾の西側を縦断する第二室戸台風と酷似した進路

だったこと、③時速約55～65㎞という比較的速いスピードで接近し、速度を上げながら通過したことから、台風接

近前後で、急激に風が強まり、過去の風速の記録を更新するとともに、強風による吹き寄せによって、大阪湾を
中心に記録的な高潮・高波をもたらした。

風速 期間内最大値（9月3日～5日）
風速(m/s) 瞬間風速(m/s)

高知県室戸市 48.2 55.3
大阪府田尻町(関西空港) 46.5 58.1
和歌山県和歌山市 42.9 57.4
兵庫県神戸市 34.6 45.3
徳島県美波町 34.6 50.3

和歌山県白浜町(南紀白浜空港) 33.4 45.8
愛知県常滑市(中部空港) 31.5 46.3

大阪府熊取町 26.8 51.2
※風速30m/s以上 又は 瞬間風速50m/s 以上を記載
赤字は観測史上最高値

最高潮位
（標高）

観測所位置図

大阪 329㎝※1

神戸 233㎝※1

尼崎 353㎝※2

西宮 324㎝※3

御坊 316㎝※1

白浜 164㎝※1

串本 173㎝※1

阿波由岐 203㎝※1

台風第２１号により過去最高潮位を観測した地点

※１波浪等の短周期成分を除いた３分平均値

気象庁ベストトラックデータによる台風経路、気圧、平均速度の比較

２．四大台風との比較

過去に大阪湾等で甚大な被害をもたらした四大台風と比較して、最低気圧、最大風速とも同規模レベルの数
値を記録した。

※1：観測時刻の前10分間の平均値
※2：平滑値（約3時間平均値（1997年以降）。

1996年以前は手作業でデータ処理）
※3：波浪等の短周期成分を除いた3分平均値

３．尼崎西宮芦屋港の状況

神戸波浪観測所
（ナウファス）の
最大有義波高

西宮観測所では、潮位、平均風速とも過去最高記録を記録し、尼崎観測
所では、潮位は過去最高潮位を記録、平均風速についても過去最大風速
（36.8m/s）に迫る風速を記録した。また、西宮観測所、尼崎観測所とも35
分間で２ｍ以上の急激な潮位上昇を観測した。

高波については、波浪推算の結果から現行の外力条件（50年確率波）※

を大きく上回る沖波が発生した。
※4.07ｍ（周期 8.0s、波向 ssw）[波向き別の最大値]

西宮観測所
[潮位]

尼崎観測所
[潮位]

[風速] [風速]

SSW
4.87m

SW
5.18m

SW
4.65m

波向き
推算沖波

各地点での潮位・沖波の最高値（推算値含む）

過去最高値

２

既往最高潮位　T.P.+264cm（第2室戸台風）

高潮警報基準潮位　T.P.+180cm高潮警報基準潮位　T.P.+180cm

高潮注意報基準潮位　T.P.+120cm 高潮注意報基準潮位　T.P.+120cm

既往最高潮位　T.P.+296cm（第2室戸台風）

14:15 観測潮位　T.P.+324cm
14:15 観測潮位　T.P.+353cm

平成30年台風第21号

第二室戸台風(昭和36年）

40.8km/h
(3時～9時）

53.9km/h
(9時～15時）

55.1km/h
(9時～11時）

62.1km/h
(11時～12時）

62.0km/h
(12時～13時）

83.0km/h
(13時～15時）

(950hPa)

(950hPa)

(950hPa)
(955hPa)

(965hPa) (940hPa)

(925hPa)

(920hPa)

＜大阪における観測記録＞
（第２回尼崎西宮芦屋港部会資料より）

※２波浪等の短周期成分を除いた10分平均値
※３波浪等の短周期成分を除いた20分平均値

過去最高値

過去最高値

過去最高値



大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 施設被害の状況
①護岸破損(キャナルパーク) ④陸閘損壊 ３基 ⑤ふ頭施設被害（上屋）②防護柵倒壊 L＝553ｍ ③防波堤損壊

：公共施設

：民間施設

被害概要（主な施設）

公共施設 海岸保全
施設

防潮堤・護岸損壊（甲子園浜、枝川町、芦屋浜）
陸閘損壊（西宮浜）
防護柵倒壊（南芦屋浜）

港湾施設 防波堤損壊（西宮浜）
浮き桟橋損壊（西宮浜）
ソーラスフェンス倒壊（鳴尾浜）

下水施設 武庫川下流浄化センター等（丸島）
枝川浄化センター（枝川町）【西宮市】
甲子園浜浄化センター（甲子園浜）【西宮市】

その他 県道芦屋鳴浜線橋桁損壊（甲子園浜）
魚つり公園（丸島）【尼崎市】
南緑地【芦屋市】

民間施設 ふ頭施設 上屋被害（西宮浜、甲子園浜、鳴尾浜）
クレーン（仮置き）倒壊

その他 車両火災・浸水等（甲子園浜、東海岸町）
消波ブロック損壊（末広）
リゾ鳴尾浜（鳴尾浜）
民間マリーナ（神戸マリーナ、西宮マリーナ等）

罹災証明
件数
（台風21号）

尼崎市 1,932件
西宮市 640件
芦屋市 198件
（高潮による被害以外も含む速報値）

⑦車両火災 189台

⑥船舶の乗上げ(防波堤損壊)

⑨防潮堤損壊 L＝80ｍ ⑩船舶の衝突(県道橋 橋桁損壊) ⑫施設被害(枝川浄化センター)

⑯施設被害(武庫川下流浄化センター等

)

⑰船舶の乗上げ(消波ブロック損壊)

⑧ふ頭施設被害（上屋） ⑮ふ頭施設被害（資材置き場）⑬クレーン倒壊（防潮堤損壊）⑪護岸破損（甲子園浜） ⑭施設被害【ﾘｿﾞ鳴尾浜】

３

神戸市

芦屋市
西宮市

大阪市

南芦屋浜

西宮浜

甲子園浜

東海岸町沖

鳴尾浜

丸島

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨
⑩

⑫

⑬

⑮

⑯

⑰

⑪

鳴尾

防波堤損壊

陸閘損壊

上屋損壊

⑦
車両火災

枝川浄化ｾﾝﾀｰ

武庫川下流
浄化ｾﾝﾀｰ

出典：国土地理院

⑭

甲子園浜浄化
ｾﾝﾀｰ

南緑地

尼崎市



大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水被害の状況

４

浸水地区 浸水面積（堤内地） 浸水深（痕跡値）

高橋川 約13ha ～90㎝

宮川 約10ha ～30㎝

南芦屋浜 約27ha 20～67㎝

西宮浜 約21ha 10～52㎝

甲子園浜 約38ha 3～95㎝

鳴尾 約6ha 15～50㎝

鳴尾浜 約104ha 12～78㎝

丸島 約45ha 30～60㎝

約264ha

尼崎市



大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 高潮対策の見直し

防潮堤高さ＝①設計高潮位 ＋②高波による必要高等

※1 設計高潮位（大阪湾沿岸の例）
満潮時に伊勢湾台風規模の台風が、室戸台風経路を通過した条件で計算した潮位上昇（計画偏差）を見込み
設定した潮位

※2 高波による必要高等
設計波に対して、堤内地への許容越波流量や波のうちあげ高から必要となる高さ（一般に防潮堤の設置位置が
汀線よりも沖側にある場合には越波流量から算定）

また、堤体の沈下や背後地の状況などに応じて、必要な余裕高等を設定する。

１．海岸の高潮対策見直し

（１）高潮・高波の現行の外力条件（尼崎西宮芦屋港）と台風第21号との比較

現行の外力条件（尼崎西宮芦屋港） 台風第21号（9月4日）

高
潮

潮位 T.P.+0.9ｍ
Ｓ29～Ｓ38の台風期の天保山検潮所の朔望
平均満潮位実測値

西宮：T.P.+0.52m、尼崎：T.P.+0.51m
14:15の推算天文潮位

偏差 西宮・芦屋：2.7ｍ、尼崎：3.0ｍ
伊勢湾台風規模の台風が室戸台風経路を
通過した条件で計算した計画偏差

西宮：2.72ｍ、尼崎：3.02ｍ
14:15の平滑潮位－推算天文潮位

高潮位 【設計高潮位】 西宮・芦屋：T.P.+3.6ｍ
尼崎：T.P.+3.9ｍ

西宮検潮所：T.P.+3.24ｍ(14:15)
尼崎検潮所：T.P.+3.53ｍ(14:15)

高
波

沖波 （50年確率波） ※Ｈ24以降の設計に適用
4.07ｍ（周期 8.0s、波向 SSW）

［波向別の最大値］
昭和30年～平成18年までの52年間の台風
データ等を用いて算定した50年確率波

（尼崎西宮芦屋港の波浪推算結果から算出した
沖波※）

5.18ｍ（周期 8.6ｓ、波向ＳＷ）
［波向別の最大値］

※浅水変形を考慮しない、換算した波高
①高潮偏差及び高潮潮位の再現期間

三大湾内の高潮推算における台風パラメータ－の影響（国総研資料
第1039号 平成30年7月）の表【抜粋】に加筆
※大阪湾内では、大阪港での再現期間を評価しているため、大阪港で

の偏差、潮位で比較

台風第21号の高潮偏差、高潮潮位の再現期間は、50～80
年程度 台風第21号の高波の再現期間は80～130年程度

尼崎西宮芦屋港(西宮防波堤沖)における1955年～2016年
の62年間の台風データ等と台風第21号の計398個の波浪推
算値を用いて再現期間を評価

（２）高潮対策の見直し
台風第21号の潮位は設計高潮位を下回ったものの、高波は現行の外

力条件を大きく超えるものであった。
このため、今後の設計に用いる沖波については、台風第21号も含めた

最新の推算データも加味した50年確率波に見直す。

２． 河川の高潮対策見直し（大阪湾沿岸）

（１）高潮対策の見直し

河口部は河川及び海の両方の影響を受けるため、河口部の計画堤防高を設定する際には、洪水の計画高
水位と設計高潮位の両方について検討し設定する。また、高波による必要高等は、50年確率波の沖波を用い
た河川内波高により設定する。

河川の計画堤防高＝①設計高潮位 ＋②高波による必要高等

※1 設計高潮位
満潮時に伊勢湾台風規模の台風が、室戸台風経路を通過した条件で計算した潮位上昇（計画偏差）を見込み設定した潮位
※2 高波による必要高等

50年確率波の沖波を用いた河川内での波浪変形計算結果により設定

（３）浸水地区における高潮対策

台風第２１号と同様の高潮・高波が発生しても浸水させない再度災害防
止対策を検討することとし、

潮位については、台風第２１号の潮位は、設計高潮位よりも低いことから
設計高潮位を用いる。

高波については、台風第２１号の前面波高と５０年確率波の見直しによる
前面波高と比べ高い方を採用する。

５

[参考1]海岸の計画堤防高の考え方

[参考2]台風第21号の再現期間

②高波の再現期間
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浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

浸水範囲 約27ha

浸水深 20cm～67cm
(痕跡値）

浸水深（ｍ）痕跡値

1．浸水実績

4．対策方針

3．浸水原因

［越波による浸水］
・南護岸及びビーチ護岸からの越波による浸水

（最大越波流量 83㍑/m/ｓ 南護岸14:15）
・なお、浸水前に一部の雨水枡から水が溢れ出たことを確認した。

（ヒアリング結果より）

主に越波により浸水した区間

南護岸からの越波状況

・主に越波により浸水した区間（南護岸、ビーチ護岸）について、防潮堤の嵩上げによる再度災害防止対策を実施
（2020年台風時期までの完成をめざす）

・東護岸、西護岸、北護岸、マリーナ護岸についても、外力条件の見直し（50年確率波の見直し）や防潮堤の沈下
状況等を踏まえ、防潮堤の嵩上げを実施

・高潮対策にあわせて内水対策の検討も必要（芦屋市）

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【南芦屋浜】

６

T.P.+5.0m設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.11m(推算値）

南護岸代表断面

ビーチ護岸代表断面

T.P.+4.8m
設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.11m(推算値）

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

ビーチ護岸 Ｌ＝760m 南護岸 Ｌ＝980m

護岸嵩上げ

内水対策の検討
（芦屋市）

西
護

岸
Ⅱ

Ｌ
＝

2
6
0
m

西
護

岸
Ⅰ

Ｌ
＝

3
0
0
m

ﾏﾘｰﾅ護岸
Ｌ＝499m

No
浸水深(m)

痕跡値
浸水深(m)

計算値
1 0.50 0.56

2 0.20 0.10
3 0.67 0.61
4 0.60 0.45
5 0.47 0.43
6 0.20 0.22
7 0.50 0.45
8 0.30 0.19
9 0.20 0.14

2．浸水シミュレーション結果

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成



浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

1．浸水実績

4．対策方針

3．浸水原因

浸水範囲 約21ha

浸水深 10cm～52cm
（痕跡値）

浸水深（ｍ）痕跡値

0.25

0.20

0.44

0.26

0.22

0.45

0.45

0.10

0.52

0.18

0.40
0.30

0.50

0.50

0.10

0.48

主に越波により浸水した区間

［越波による浸水］
・南側の胸壁からの越波による浸水

（最大越波流量 21㍑/m/ｓ 南側護岸14:15）
［その他の要因による浸水］
・陸閘損壊箇所（3箇所）からの流入による 浸水

道路の浸水状況

陸閘の損壊

・主に越波により浸水した区間（南側護岸の一部）について、胸壁の嵩上げを基本に再度災害防止対策を実施
・陸閘については、スロープ化を行い閉鎖することにより再度災害防止を図る
・その他の区間についても、外力条件の見直し（50年確率波の見直し）や防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等

必要な対策を検討

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【西宮浜】

７

胸壁嵩上げ等

陸閘スロープ化（一部実施済）

50年確率波の見直し結果等
を踏まえ必要な対策を検討

胸壁T.P.+3.8m
T.P.+2.0~2.5m

設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.34m(推算値）

南護岸代表断面

スロープ化実施済箇所

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用
その他の区間については、見直した50年確率波を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

今回、損壊しなかったが
併せてｽﾛｰﾌﾟ化を実施

南側護岸① Ｌ＝240m

No
浸水深(m)

痕跡値
浸水深(m)

計算値
1 1.13 1.11

2 0.40 0.43
3 0.18 0.25
4 0.52 0.33
5 0.44 0.43
6 0.50 0.22
7 0.20 0.20
8 0.10 0.40
9 0.48 0.49

10 0.45 0.68
11 0.22 0.23
12 0.30 0.27
13 0.26 0.23
14 0.10 0.13
15 0.50 0.33
16 0.25 0.20
17 0.45 0.41

2．浸水シミュレーション結果

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成



浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

1．浸水実績

4．対策方針

3．浸水原因

T.P.+4.8m（現況天端高）

T.P.+○m（計画天端高）

主に越波により浸水した区間

浸水範囲 約38ha

浸水深 3cm～95cm
(痕跡値）

防潮堤被災箇所

0.51

0.64
0.4８

0.39
0.03

0.80

0.60

0.95

0.95

0.90

0.50

浸水深（ｍ）痕跡値

・主に越流及び越波により浸水した区間（西側岸壁部、東側護岸、南側護岸）について、防潮堤の新設・嵩上げ
を基本に再度災害防止対策を実施

・その他の区間についても、外力条件の見直しや防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対策を検討

［越流による浸水］
・西側の岸壁から道路を越えての越流による浸水

（最大流入量 3.9m3/m/ｓ 西側岸壁14:30）
［越波による浸水］
・東側の防潮堤からの越波による浸水

（最大越波流量 60㍑/m/ｓ 東護岸②14:15）
東側の防潮堤の被災状況

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【甲子園浜】

８

50年確率波の見直し結果等
を踏まえ必要な対策を検討

防潮堤
嵩上げ・復旧

防潮堤新設

T.P.+2.1～2.4m

道路天端高
T.P.+2.8～3.2m

T.P.+5.1m

設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.37m(推算値）

西側岸壁代表断面

設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.37m(推算値）

南側護岸代表断面

東側護岸③代表断面

T.P.+4.4m
設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.37m(推算値）

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用
その他の区間については、見直した50年確率波を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

2．浸水シミュレーション結果
No

浸水深(m)
痕跡値

浸水深(m)
計算値

1 0.64 0.69

2 0.51 0.37
3 0.48 0.35
4 0.39 0.25
5 0.03 0.03
6 0.60 0.99
7 0.90 0.70
8 0.50 0.31
9 1.60 1.37

10 0.80 0.75
11 0.95 0.87
12 0.95 0.70
13 1.15 1.37

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成



浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

1．浸水実績

4．対策方針

3．浸水原因

主に越波により浸水した区間

枝川浄化センター

浸水範囲 約６ha

浸水深 15cm～50cm
（痕跡値）

0.18

0.20

0.15

0.26

0.25

0.30

0.35

0.50

浸水深（ｍ）痕跡値

［越波による浸水］
・南側及び東側の防潮堤からの越波による浸水

（最大越波流量 41㍑/m/ｓ 南側護岸14:20）

枝川浄化センター南側防潮堤からの越波状況

・主に越波により浸水した区間（南側護岸、西側護岸の一部）について、防潮堤の嵩上げを基本に再度災害防
止対策を実施

・その他の区間についても、外力条件の見直しや防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対策を検討

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【鳴尾】

９

防潮堤
嵩上げ等

南側護岸代表断面

T.P.+5.0m
設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.37m(推算値）

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用
その他の区間については、見直した50年確率波を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

2．浸水シミュレーション結果

No
浸水深(m)

痕跡値
浸水深(m)

計算値
1 0.18 0.21

2 0.20 0.21
3 0.35 0.25
4 0.25 0.21
5 0.30 0.25
6 0.50 0.55
7 0.15 0.26
8 0.26 0.23

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成

50年確率波の見直し結果等
を踏まえ必要な対策を検討



1．浸水実績

4．対策方針

浸水範囲 約104ha

浸水深 12cm～78cm
（痕跡値）

・主に越波により浸水した区間（東側護岸、南側護岸の一部）について、防潮堤の嵩上げを基本に再度災害防
止対策を実施

・逆流対策として、フラップゲート等を設置
・その他の区間についても、外力条件の見直しや 防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対策を検討
・内水対策として、ポンプの新設・増設等を検討（西宮市）

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【鳴尾浜】

10

内水対策の検討
ポンプ施設新設・増設
道路嵩上げ（西宮市）

南側護岸代表断面

T.P.+5.5m
設計高潮位
T.P.+3.6m
台風第21号潮位
T.P.+3.21m(推算値）

防潮堤
嵩上げ等

ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ等設置

ﾌﾗｯﾌﾟｹﾞｰﾄ設置済状況

50年確率波の見直し結果等
を踏まえ必要な対策を検討

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用
その他の区間については、見直した50年確率波を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

1．浸水実績

排水口（15本）
からの逆流

浸水範囲 約104ha

浸水深 12cm～78cm
（痕跡値）

浸水深（ｍ）痕跡値

0.40

0.35

0.28

0.20

0.78

0.15

0.15

0.20

0.52

0.46

0.24

0.12

0.45

0.34

0.15

0.52

0.27

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

3．浸水原因
［越波による浸水］
・東側の防潮堤からの越波による浸水
（最大越波流量 20㍑/m/ｓ 東側護岸①14:15）
［内水による浸水］
・降雨での内水氾濫による浸水
［その他の原因による浸水］
・西側の排水口からの逆流による浸水
・東西の雨水排水口からの逆流による浸水 防潮堤背後の越波状況

雨水排水口
（2本）からの
逆流

雨水排水口
（7本）からの
逆流

2．浸水シミュレーション結果

No
浸水深(m)

痕跡値
浸水深(m)

計算値
1 0.15 0.11

2 0.20 0.15
3 0.20 0.28
4 0.15 0.18
5 0.34 0.17
6 0.52 0.47
7 0.27 0.17
8 0.45 0.45
9 0.24 0.08

10 0.12 0.15
11 0.15 0.12
12 0.28 0.19
13 0.52 0.48
14 0.48 0.45
15 0.40 0.14
16 0.35 0.24
17 0.78 0.57

主に越波により浸水した区間

（9箇所）設置

内水による浸水

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成



浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成（堤内地に限る）

1．浸水実績

4．対策方針

3．浸水原因

主に越波により浸水した区間

浸水範囲 約45ha

浸水深 30cm～60cm
（痕跡値）

浸水深（ｍ）痕跡値

0.60 0.60

0.30

0.45

0.30

0.60

0.50

0.30

［越波による浸水］
・防潮堤からの越波による浸水
・防潮堤未整備区間からの浸水
（最大越波流量 51㍑/m/ｓ 東側護岸②14:15）

西側防潮堤からの越波状況

・主に越波により浸水した区間（南側護岸、西側護岸の一部、東側護岸の一部）について、防潮堤の新設・嵩上げを
基本に再度災害防止対策を実施

・その他の区間についても、外力条件の見直しや防潮堤の沈下状況等を踏まえ、嵩上げ等必要な対策を検討

防潮堤
嵩上げ等

T.P.+5.7 m
設計高潮位
T.P.+3.9m

台風第21号潮位
T.P.+3.21m(推算値）

南側護岸代表断面
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50年確率波の見直し結果等
を踏まえ必要な対策を検討

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．９ｍ
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の前面波高（換算沖波）と

台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の前面波高（換算沖波）
を比べ高い方を採用
その他の区間については、見直した50年確率波を採用

③余裕高 堤体の沈下や背後地の利用状況などに応じて、必要な余裕高を設定

2．浸水シミュレーション結果

No
浸水深(m)

痕跡値
浸水深(m)

計算値
1 0.45 0.23

2 0.60 0.62
3 0.30 0.17
4 0.30 0.27
5 0.60 0.57
6 0.50 0.67
7 0.30 0.32
8 0.60 0.62

最大浸水深分布図は「大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会」で示された高潮及び波浪の
推算結果をもとに兵庫県が潮位・高波再現シミュレーションを実施し作成

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【丸島】

防潮堤新設
（下水）L=320m
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1．浸水実績 3．対策方針

2．浸水原因

［越流による浸水］
・一部堤防及び橋梁部等からの溢水
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が
減少していることから、浸水原因は高潮及び高波であることを
確認

・堤防高が不足する区間において、堤防の嵩上げを基本に実施
・堤防がない区間において、堤防の新設を実施
・橋面高が不足する橋梁部の対策について、現場条件等を踏まえ、今後検討

（構造・管理方法について、神戸市と調整）

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【高橋川】

深江橋水位計（神戸市）
T.P.3.30m(14:15)
(河川モニタリング
カメラ映像の読取値)

下薬王寺橋

薬王寺橋

深江橋

阪神電鉄橋梁

深江駅

N

中薬王寺橋

出合橋

堤
防
か
ら
溢
水
し
た
区
間

橋面から溢水した橋梁

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに兵庫県で作成

浸水範囲 約13ha

浸水深 90cm
(最大値）

台風第２１号の再現水位 河川計画堤防高のイメージ

▽天文潮位
T.P.+0.5m

最大再現水位 T.P.+3.3m

▽朔望平均満潮位
T.P.+0.8m

河川の計画堤防高 T.P.+3.8～4.0m

偏差 2.5m

偏差 2.5m

▽設計高潮位
T.P.+3.3m

高波による必要高等
0.5m ～ 0.7m1/2波高等▽河口潮位

T.P.+3.0m 波高

代表断面

計画高潮位
T.P.+3.3m

計画堤防高
T.P.+3.8m

～4.0m

水位縦断図

※再現水位：河川水位+1/2波高

T.P.+4.0m
T.P.+3.9m T.P.+3.9m

T.P.+3.8m

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．３ｍ（朔望平均満潮位 T.P.+0.8m ＋ 台風第21号での偏差 2.5m）
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の河川内での波高（換算沖波）

と台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の河川内での波高（換算
沖波） を比べ高い方を採用
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浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに芦屋市で作成

1．浸水実績 3．対策方針

2．浸水原因

［越流による浸水］
・一部堤防及び橋梁部等からの溢水
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量が
減少していることから、浸水原因は高潮及び高波であることを
確認

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会尼崎西宮芦屋港部会 浸水地区対策 【宮川】

浸水範囲 約10ha

浸水深 30cm
(最大値）

・堤防高が不足する区間において、堤防の嵩上げを基本に実施
・橋面高が不足する橋梁について、高欄をコンクリート等の壁構造にすることを基本に検討

（構造・管理方法について、芦屋市と調整）
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台風第２１号の再現水位 河川計画堤防高のイメージ

▽天文潮位
T.P.+0.5m

最大再現水位 T.P.+3.7m

▽朔望平均満潮位
T.P.+0.9m

河川の計画堤防高 T.P.+4.1m

偏差 2.7m
偏差 2.7m

▽設計高潮位
T.P.+3.6m1/2波高等

▽河口潮位
T.P.+3.2m

高波による必要高等
0.5m

波高

水位縦断図

代表断面 計画堤防高
T.P.+4.1m

計画高潮位 T.P.+3.6m

※再現水位：河川水位+1/2波高

FLOW

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ（朔望平均満潮位 T.P.+0.9m ＋ 台風第21号での偏差 2.7m）
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の河川内での波高（換算沖波）

と台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の河川内での波高（換算
沖波）を比べ高い方を採用


